
個々の問題の出題の意図及びその正答率

社会 小学校 第５学年
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1 1
日本の都道府県について，その都道府県名とともに都道府県の場所がわかってお

り，特に岐阜県の位置について，白地図上で示すことができる。 ○ 96.2

2 2 表に示された具体的な数値を基に，正確に棒グラフを作成することができる。 ○ 71.8

3 3
日本の食生活を支えている食料は，国内で生産されたものだけでなく，外国から

の輸入にも依存していることを考えることができる。 ○ 38.8

4 4
日本の食料生産にかかわって，特に自給率が低下していることが大きな問題であ

ることを考えることができる。 ○ 53.4

5
(1)

5
ちぢめて書いてある地図ではわからない本当のきょりを，「しゅくしゃく」を活

用して正しくとらえることができる。 ○ 71.9

5
(2)

6
稲作農家において，安心・安全な米の生産のために，たい肥を利用し，農薬をで

きる限り減らそうとする農家の人の努力や工夫がわかっている。 ○ 80.5

6
(1)

7
野菜，果物，畜産物，水産物など，さまざまな食料生産によって国民の食料生活

が支えられていることや，その大まかな特色がわかっている。 ○ 41.3
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１

6
(2)

8
日本の水産業の現状を理解する中で，主な水産物の漁獲量や主な漁港，漁場，漁

法がわかっている。 ○ 63.4

1 9
自動車工場では，製造過程においてロボットを使うことで作業効率を高めている

ことがわかっている。 ○ 94.1

2 10
自動車工場における生産工程をあらわしている写真とその様子を結び付けること

ができる。 ○ 85.6

3 11
完成した部品や自動車が，トラックや鉄道を利用して自動車工場や消費者のもと

へ届けられることがわかっている。 ○ 44.6

4 12
日本の自動車会社の海外における生産工場が増えている理由について，現地の

ニーズに応えていくという点から考えることができる。 ○ 76.6

5 13
複数のグラフから，各グラフの品目と，その数字の変化，全体的な変化などに注

意して，必要な情報を正しく読み取ることができる。 ○ 69.7

1 14
日本の貿易の変化について，年度と品目の数字に注意して正しく読み取ることが

できる。 ○ 79.1

2 15
おもな工業地域，工業地帯が，「太平洋ベルト」を中心に広がっている理由につ

いて，原材料の輸入や製品の輸出という貿易の観点から考えることができる。 ○ 77.1

1 16
放送局で働く人は，相手のことを考えて情報を収集したり，発信した情報に対し

て責任をもったりすることを大切にしていることがわかっている。 ○ 54.8

2 17 新聞社や放送局において，情報を伝える人々の仕事の様子がわかっている。 ○ 63.5

3 18
新聞社や放送局など，情報を伝える仕事が果たす役割と，そこでの工夫や努力を

結び付けて考えることができる。 ○ 50.6

4
(1)

19
情報を発信する各種メディアの特徴を理解し，グラフから選択することができ

る。 ○ 79.6

4
(2)

20
コマーシャル等の情報を受ける側の立場として，その情報の必要性を自分自身で

判断するなど，大切にすべきことを考えることができる。 ○ 85.8
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